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OUTCOME OF CANCÚN CONFERENCE AND PROSPECTS BEYOND 2012

セミナー: Cancún 会議の結果と2013年以降の展望
                     —気候変動将来枠組みへの道は拓けるのか？

地球温暖化国際枠組みの行方
昨年末の コペンハーゲン会議(COP 15/CMP 5)では，先進国
の大きすぎた期待と，途上国の現実路線指向のギャップを
埋めることはできませんでした．

一方で，その危機感もあり，双子の条約である生物多様性
の分野では，名古屋議定書の採択に成功したのは，記憶に
新しいところです．

コペンハーゲンで積み残した宿題は，おそらく今回カンク
ンで全部仕上げることは無理でしょう．しかしながら，

｢はたして今後とも京都議定書タイプの中央集権的な国際的
な枠組みに基づくのか？ それともボランタリーベースの単
独や二国間協定等で対策を採らざるを得ないのか？｣

という，将来の道筋に関して，国際的にどちらを採択しよ
うとしているのか？ は見えてくると思われます．

国際的にも国内的にも不透明な状況を強いられている日本
の関係者の方々に，成り立ちから意味合いや展望まで，平
易に解説いたします．メディアや政府とひと味違う視点と
分析をお楽しみください．

連絡先:  PEARカーボンオフセット･イニシアティブ
www.pear-carbon-offset.org    佐々木一雄(k_sasaki@pear-carbon-offset.org) 
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コペンハーゲンCOP 15/CMP 5 交渉 (2009)  議長は現在の欧州委員会気候変動委員のヘデゴー氏

ペ  ア

日時:  2010年 12月 21日 (火)  13:30–17:00

場所:  TKP大手町カンファレンスセンター
(東京都千代田区大手町1-1-2 りそな･マルハビル18階)
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国際交渉の経緯《2 track; merge は COP 15で途上国が拒絶》
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気候変動問題国際交渉の歴史と視点
地球環境問題の代表格の地球温暖化問題は, 1992年の気候変動枠組条約,  1997年の京都議定書, 
2001年のボン合意･マラケシュ合意と, 着実に一歩ずつ国際制度の礎が固まってきました．
京都議定書は ｢まず先進国から｣ という共通理解から生まれたものですが，｢次は途上国も｣ の
スピード感の差で,  先進国と途上国のギャップを埋められなかったのが, 昨年のコペンハーゲン
会議でした.

せっかく首脳が100人以上集ったため ｢とりあえず｣ の運用のベースとしてコペンハーゲン･
アコードにようやく合意したものの，2つの交渉プロセスAWGsのミッションはまだ継続さ
れています．EUが妥協の動きを見せてはいるものの，日本では ｢ボランタリーベースで各
国がプレッジしたり二国間クレジット取引タイプのボトムアップ的な仕組み｣ で運用して
いくしかないのではないか？という観測もあります．ただ国際交渉は，きっちりとしたい
わば中央集権的な国際枠組みの構築を前提として動いています．
途上国が ｢まず｣ 先進国の京都議定書の強化を強く要求している中，EUはそれをのむ方向
性のようですが，同時に途上国にどの程度までの要求を受け入れてもらえるか？が，交渉
のキーとなるようです．日本政府の振る舞いも重要となるでしょう．

松尾 直樹

温暖化の世界の最古参の研究者のひとり．

CDMの世界最初の方法論承認に成功する
などのプロジェクトの世界だけでなく, 

COP 1 の準備会合時代からの国際交渉の

分析にも定評があり, COP 3 はエネ研, 
COP 6.5/7 は IGESの研究者の立場で専門

家として解説を交えた報告を行ってきた．

今回は クライメート･エキスパーツおよび 

PEARの代表として発表を行う．慶応大
SFC特別研究教授等も兼ねる．
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残念ながら米国政府のリーダーシップは期待できませんし，カ
ンクンで最終決着が付く可能性は低いですが，途上国と先進国
の間にあるメキシコでの会議において，将来の道筋が示される
可能性は低くはありません．セミナーでは，この会議の結果と 
｢読み方｣ を長年のキャリアに基づき丁寧に解説します．


